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Ⅰ．論文の内容の要旨 

 

（１）論文の構成 

 

図一覧 

表一覧 

写真一覧 

要約 

Ⅰ はじめに 

１．先行研究と研究課題 

1）途上国周縁地域の観光産業の研究 

2）BP とその研究課題 

3）途上国棚田観光地の研究 

２．研究の枠組み 

1）研究目的と方法 

2）研究の手順 

3）研究対象地域 

Ⅱ アジアにおける BP観光の展開 

１．BP 観光とアジアでの拡大 

1）アジア横断型のヒッピー・トレイル 

2）東南アジアルートの開拓 

3）中国雲南省への進出 

２．BP による元陽の発見と新街鎮のエンクレーブ化 

Ⅲ 元陽における BP の属性変化と観光行動 

１．観光者の属性変化 

1）MT の増加と少数民族の宿泊業参入 

2）世界遺産登録と FP の流入 

２．BP の観光行動 

1）出身地域 

2）ミクロスケールでの観光行動 

ⅰ．元陽到着前後の訪問地 

ⅱ．宿泊施設の選択方法 

ⅲ．元陽での滞在と観光行動 

Ⅳ 元陽における宿泊施設の展開と運営方策 

１．宿泊施設の立地変化 

1）BP の到来による新街鎮への集積と勝村への波及 
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2）MT 増加に伴う多依樹元坪道路沿いへの移動 

3）FP 化に伴う普高老寨・黄草嶺への集積 

２．宿泊施設の経営者属性と運営 

1）棚田保有状況と宿泊施設の展開 

2）FP 向け宿泊施設の設備とサービスの充実 

3）多依樹における FP 向け宿泊施設の立地と棚田景観の演出 

ⅰ．棚田眼前先駆型 

ⅱ．集落入口後発型 

ⅲ．棚田眼前高級指向型 

３．BP 向け宿泊施設の運営手法の革新 

1）予約サイトへの対応 

2）宿泊者の口コミ評価 

ⅰ．英語口コミ 

ⅱ．中国語口コミ 

ⅲ．外国人 BPと中国人 BP の棲み分け 

Ⅴ 結論：BP向け宿泊施設の変容メカニズム 

参考文献 

索引 

謝辞 

 

 

（２）論文の内容要旨 

 途上国の周縁地域ではバックパッカー（以下 BP）によって観光資源が発見されてきたが、

現在ではマスツーリスト（以下 MT）も流入し、BPもフラッシュパッカー（以下 FP）化して

きている。ところが、途上国周縁地域では観光地化の担い手たる宿泊施設経営者の出身民

族に基づく伝統的生業や外部世界との繋がりの分析が不可欠であるにも関わらず、BPの FP

化という現代的な課題については BP 向け宿泊施設の質的変化のみが報告されている。 

 中国雲南省元陽でも近年急速に進みつつある BP の FP 化には、外部出身者である漢民族

が運営手法の革新を伴った宿泊施設を開設して対応している。そこで本研究は、中国雲南

省元陽において、BP 向け宿泊経営者の民族や経歴を考察したうえで、新たな運営手法の導

入を分析し、さらに宿泊者の宿泊施設選択基準の変化を踏まえて、BP の FP 化に伴う宿泊施

設の変化を解明することを目的とする。なお、2013年の世界遺産登録に伴うMTの急増には、

政府による棚田保護政策によって耕作が義務付けられた少数民族が自宅を改造し対応して

いる。この MT 向け宿泊施設を比較対象として同時に分析することで、BP・FP 向け宿泊施設

の独自性を浮かび上がらせていく。 

 以上の目的を達成するために、 2009 年 8 月、2011 年 2-3 月と 8-9 月、2014 年 5-7 月、
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2015 年 12 月-2016 年 1月に複数回に分けて現地調査を行った。宿泊施設と観光施設（観光

村・有料展望台）、棚田、村落の分布および土地利用（新街鎮・多依樹）を把握するため

に、歩測および Google Earth 衛星画像、旧ソ連製 10 万分の 1地形図「ЮАНЬЯН」（1978

年発行）、百度地図の判読などの手法を用いた。 

 元陽における宿泊施設および旅行会社からの経営や利用者に関する聞き取り調査は、

2011 年 2-3 月と 8-9 月、2014 年 5-7 月、2015 年 12 月-2016 年 1 月に本格的な聞き取り訪

問時期については、元陽にある BP向け旅行会社の顧客情報を分析したうえで、詳細な調査

は 2011 年 8 月、2015 年 12 月に実施した BP および BP 向けガイドからの聞き取り調査や滞

在中の参与観察によって補足した。また、予約サイトに掲載された宿泊施設の口コミを、

テキストマイニングソフトである KH Coder を利用して分析した。 

 1960-70 年代には、ヨーロッパからインドおよびネパールを目指すヒッピー・トレイルと

呼ばれるルートが存在していた。1970 年代後半以降、情勢不安からアジア横断型のヒッピ

ー・トレイルの踏破が困難になると、BP の目的地は東南アジアに変遷した。 

 雲南省の辺境地域は 1980 年代から 90年代にかけて BP によって発見された。2005 年以降

は、国内観光者に続き外国人観光者数も急増し続け、BP が発見した周縁地域にも MTが流入

するようになる。このように伝統的な BP の目的地に MT が流入すると、観光地化を嫌った

BP は目的地をさらに奥地へと求め、結果として周縁地域は拡大していく。 

 元陽は 1992 年に外国人に開放されると、カメラマンと BP が元陽を訪れるようになった。

BP は新街鎮のバスターミナルに到着後、近接する新街鎮中心部の BP向け宿泊施設を利用し

ていた。新街鎮中心部の BP 向け宿泊施設経営者は元陽県の人口の 5％にしか過ぎない漢族

で、1949 年の中国建国以降に移住してきた者や、1988-89 年に新街鎮で発生した土砂崩れ

によって移住してきた者が中心となっている。彼らは自宅を改造することで宿泊施設の開

設に乗り出し、バスターミナル到着後に宿泊施設を探す BPを対象に集客した。この時期に、

バスターミナルを中軸とした新街鎮中心部に地元出身の漢族が経営する BP向け宿泊施設が

集積しはじめ、新街鎮に小規模なバックパッカー・エンクレーブが形成された。  

 2000 年代に入ると、元陽は国内外のメディアの大きな注目を集めるようになり、MT が増

加した。その後到来した MT の入り込みは棚田に水が張られて美しくなる農閑期の 2-4 月に

集中し、その期間だけ営業する少数民族経営の宿泊施設が勝村や棚田に近接する多依樹道

路沿いに集積した。 

 さらに 2013 年に元陽の棚田が世界遺産に登録されると、元陽の観光地整備が進んだ。一

方で、世界的な潮流として 2010 年以降 BPの FP 化が進行し、元陽にも 2013 年から FPが到

来し、さらに中国人 BP も増加してきた。その結果、普高老寨に FP 向け宿泊施設が開設さ

れた。 FP 向けの宿泊施設経営者は、大多数が外部地域出身の漢族で、前職で有名な観光地

の大理や麗江において BP向け産業に従事していた者や、BP旅行の経験がある者などによっ

て構成される。加えて、宿泊施設の立地と提供される設備・サービスなどが変化したこと

によって元陽における BPの観光行動も変化した。 
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 元陽の棚田は政府の規制もあって観光地化した後も荒廃することなく、農業が持続的に

営まれている。地元の少数民族が棚田耕作を放棄せず宿泊施設経営に参入できた要因は、

MT の季節性が農閑期と一致していたためである。一方で、年間を通じて入り込みのある BP

向け宿泊施設は元陽出身の漢族に、FP 向け宿泊施設は外部出身の漢族によって経営されて

いる。このような、観光者の季節性と経営者の民族の棲み分けによって、地元住民は棚田

農業を維持しながら宿泊施設経営に参入することもできた。 

  BP は安価で快適水準の低い宿泊施設を好むとされていたが、近年、BPの FP 化に伴い様々

な設備やサービスが要求されることが指摘されている。新街鎮中心部における BP 宿泊施設

ではオンライン予約に対応しているものはなく、Wi-Fi や食事の提供、英語対応、観光ガイ

ドの整備も進んでいない一方で、多依樹における大多数の BP 向け宿泊施設では、これらの

設備やサービスが提供されている。BP 向け宿泊施設で提供される設備・サービスの充実度

が、新街鎮と多依樹で大きく異なる理由としては、宿泊施設経営者の BP に対する知識量や、

過去の経験などによると考えられる。 

 多依樹における FP 向け宿泊施設は、開業年次、集落での立地、宿泊施設の景観演出など

によって「棚田眼前先駆型」と「集落入口後発型」、「棚田眼前高級志向型」、「その他」

に分類できる。棚田眼前先駆型は、棚田眼前という立地特性を生かした景観演出に加え、

外観はハニ族の伝統的家屋の景観を忠実に再現しており、内観では経営者自らの民族に基

づく民族文化が呈示されていることに特徴がある。集落入口後発型は棚田景観の眺望には

適していないため、安価な部屋の設置や BP、FP を主題とした内観や備品を充実させている

ことで利用者を集めている。棚田眼前高級志向型の宿泊料金は高値に設定されており、巨

大窓ガラスやバルコニーなど棚田景観を鑑賞するのに適した設備が施されている。加えて、

内観では経営者の趣向に基づく高級感が演出されている。 

 宿泊施設の口コミによれば、多依樹における FP 向け宿泊施設の評価は、外国人 FP や中

国人 BP 共に、経営者、食事のサービス、立地、棚田景観などの要素が挙げられている。経

営者に関しては、BP 旅行や BP観光産業に従事した経歴などを背景とした人柄やホスピタリ

ティーが評価されていた。そして外国人 FP には、英語能力が評価されていた。このため、

経営者の英語力によって外国人 BP と中国人 BP は棲み分けられている。また、宿泊施設の

立地と客室からの景観も重要視されている。特に高級志向の FPは、宿泊施設の客室からの

眺望を重要視し、棚田眼前に位置し棚田景観の演出が施された高級志向型の宿泊施設を好

んでいた。 

 元陽における BP 向け宿泊施設の変化は、BP の FP 化、経営者の能力や経歴、観光資源と

なる棚田の立地など多数の要因に基づいていると考えられる。 

  1992 年対外開放以降、新街鎮中心部に小規模なバックパッカー・エンクレーブが形成さ

れた要因は、バスターミナルとの近接性である。その後、多依樹に FP 向けの宿泊施設が集

積するようになった要因は次のようにまとめられる。第一に 2013 年の世界遺産登録に伴う

交通アクセスの向上、第二に BP の FP 化、が挙げられる。  
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 元陽における BP向け宿泊施設は、MT向け宿泊施設と棲み分けながら独自の発展を遂げて

きた。加えて、2013 年以降の BP の FP 化に伴い BP向け宿泊施設も変化してきた。本研究で

はその変容メカニズムを、立地変化、経営者の経歴、棚田景観を中心とした内観の演出、

利用者の口コミ分析から分析することで解明する。また、実際に旅行者への聞き取り調査

を行うことで、BPのFP化や宿泊施設の変化に伴う観光行動の変化についても明らかにする。  

 途上国周縁地域は BPに観光の目的地として発見された。そして、その後の BPの FP 化に

伴い、他地域出身の元 BPや BP 向け観光産業の従事者によって FP向け宿泊施設経営の目的

地として発見された。このように、BP の FP 化および BP 向け宿泊施設の変化は、元陽のよ

うな一見すると MTが優勢の観光地においても起きている。したがって、途上国周縁地域に

おける観光地を研究する際には、観光地の発展段階に関わらずその観光地を発見した BPは

無視できない存在であり、BPと FP の実態や変化についても分析する必要がある。 



 7 

Ⅱ．論文審査の結果の要旨 

 

（１）論文の特徴 

 

本論文は中国雲南省元陽におけるバックパッカーのフラッシュパッカー化に伴う宿泊施

設の変化の解明を目的としたものである。この目的を達成するために、申請者は 2009 年か

ら 2016 年にかけて合わせて 1 年間に及ぶ詳細な現地調査を実施した。調査で得られた１次

資料を用いて，バックパッカー向け宿泊施設の立地、経営者の民族や経歴、バックパッカ

ーの宿泊施設選択基準の変化とそれに対応した施設運営手法の導入などを分析した。1992

年の対外開放をきっかけにバックパッカー・エンクレーブが形成されたのはバスターミナ

ルに隣接する新街鎮中心部であったが、その後 2013 年の世界遺産登録に伴う交通アクセス

改善とフラッシュパッカー化を背景に、フラッシュパッカー向け宿泊施設が多依樹に集積

した。多依樹の中でも棚田に隣接して立地する宿泊施設は、ハニ族伝統家屋の外観の再現

のみならず、施設内には棚田観賞に適した設備と高級感の演出が施され、経営者・スタッ

フの語学力と合わせて高級志向のフラッシュパッカーに対応していた。このような外国人

フラッシュパッカー向け宿泊施設は外部出身の漢族経営者によって運営手法が工夫されて

おり，地元の少数民族が経営する中国人マス・ツーリスト向け宿泊施設とは運営手法の充

実度と施設の立地においても対照的であった。このように、インターネット社会に根ざす

フラッシュパッカーの出現により、彼らの要望に応えるため経験豊富な漢族によってなさ

れる棚田景観演出等の新たな運営手法が、宿泊客属性や立地の点で宿泊施設経営の棲み分

けを生じさせていた。本論文は以上のようなバックパッカー向け宿泊施設の変容メカニズ

ムを解明した。 

 

（２）論文の評価 

 

これまで，独特の観光関連産業の集積地であるバックパッカー・エンクレーブと、それ

が地域社会に与える影響がバックパッカー研究の中心であった。その中にあって本論文は

バックパッカーのフラッシュパッカー化に伴う宿泊施設の変化に着目した、観光地理学研

究として最新の研究成果である。研究対象地の元陽は少数民族によって耕作されてきた棚

田景観に特徴を有する世界文化遺産である。しかし本論文は、漢族を含めた外部出身者と

彼らによる宿泊施設の立地再編や景観演出法の導入およびフラッシュパッカー受け入れに

着目し，さらに少数民族によるマス・ツーリストの受け入れをも射程に入れており、この

観光地の本質に迫った研究と言える。本論文により解明された宿泊施設の立地や経営主体、

運営手法等の変容メカニズムやその分析手法は、途上国周縁地域のみならずフラッシュパ

ッカー化する大都市内エンクレーブにも適用しうるものであり、今後の観光地理学研究に

も有益である。さらに、情報制限に厳しい中国の内陸部という調査環境の制約を克服する
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ため、多種多様な地図データを合わせて活用し、調査地で歩測によって情報収集したデー

タは独自性が高く、研究の価値を高めたことは本研究の評価すべき点として迫力がある。 

審査会では、現地調査で得られた資料の活用や観光研究への貢献、政策との関連、中国

語地名の読み方などの点とそれを踏まえた今後の課題が示されたが、これらは本論文の研

究上の貢献を損なうものではなく、本論文の成果をより精緻化し発展させていく方向性を

もつものと判断した。審査委員は、本申請論文の観光研究としての独自性と研究上の貢献

を高く評価し、博士の学位に相当するとの見解で一致した。 

 


